
学校感染症情報

症候群サーベイランスシステムについて

三重県では、各学校施設に協力していただき、感染症による欠席者情報を毎日この

システムに入力していただいています。

入力していただいた情報を活用して子どもたちの健康を守るために、各学校施設が

対応をできるように、専門機関と連携し、感染症の拡大を防止します。

津保健所では、津市内の学校の感染症による欠席者傾向を毎月まとめさせていただき、
情報提供いたします。



令和８年６月の様子 ～津市内の学校感染症情報～

月を通して感染が多くみられた疾患

・流行性角結膜炎 ・新型コロナウイルス感染症
・溶連菌感染症

感 染 症 動 向

・手足口病、ヘルパンギーナ、新型コロナウイルス感染症が増加傾向です。
・水痘はやや減少しています。

（令和８年７月21日入力分を集計）
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感染症まめ知識

今年は警報レベルの流行

手足口病
●症状
３～５日の潜伏期間を経て、口の中や手足に水疱を伴う複数の発しん

が出現します。発熱は38度以下のことが多く、ほとんどの場合は３～
７日のうちに治ります。まれに、髄膜炎や脳炎、心筋炎など重篤な合併
症を呈することがあります。
子供を中心に、主に夏に流行します。

●感染経路

飛沫感染、接触感染、糞口感染（便と一緒に排泄されたウイルスが口
に入って感染すること）
●予防方法
手洗いを励行し、タオルの共用は避けましょう。乳幼児のおむつ交換

時は、流水と石けんで十分に手洗いをしてください。
症状が消失した患者も、便中へのウイルス排泄は２～４週間と長期間

にわたるため、日頃よりしっかりとした手洗いをを心がけましょう。

厚生労働省HP、国立健康危機管理研究機構感染症情報提供サイト、三重県HP 参照
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